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要旨 

近年、人工衛星の多機能化、大電力が進んでおり効率的な発電をするため、バス電圧が増加傾向

にある。人工衛星のバス電圧の増加に伴い、人工衛星の太陽電池アレイ上での放電事故が確認され

ている。太陽電池アレイ上で発生する放電は太陽電池の発電効率の低下や人工衛星の機能停止等の

深刻な問題を引き起こす可能性があり、これまで様々な研究機関で太陽電池アレイ上での放電抑制

の手法について研究されてきたが、現在まで放電を完全に抑制する方法は確立されていない。放電

事故は人工衛星の活動に深刻な問題を引き起こし地球上のインフラにも影響をもたらす可能性があ

るため、人工衛星太陽電池アレイ上での放電抑制手法の開発が求められている。 

そのため、本研究では太陽電池アレイでの沿面放電、それによるフラッシュオーバー電流をセル

の列間に物理的な障害(衝立)を設けることによってプラズマの伝搬経路を物理的に断つことを目的

としている。 
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